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愛
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定
に
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、
茨
城
県
で
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潔
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潔
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す
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な
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騒
音
対
策

　

・
訓
練
の
移
転
に
伴
う
騒
音
に
つ
い

て
、
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
、
周

辺
住
民
の
生
活
へ
の
影
響
に
配
慮

し
、
騒
音
の
実
態
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
所
要
の
措
置
を
積
極
的
に

講
ず
る
。

２　

安
全
対
策

　

・
共
同
訓
練
期
間
中
に
お
け
る
事
件

及
び
事
故
に
適
切
に
対
処
す
る
た

め
、
関
係
機
関
と
の
間
で
所
要
の

連
絡
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

安
全
対
策
等
に
努
め
る
こ
と
と
す

る
。

３　

地
域
振
興
策
等

　

・
地
元
の
要
望
に
配
慮
し
、
閣
議
決

定
を
踏
ま
え
、
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
最
大
限
努
力
す
る
。

４　

移
転
さ
れ
る
米
軍
機
の
訓
練
形
式

等
�
共
同
訓
練
の
態
様
�

　

・
共
同
訓
練
の
期
間
は
、
訓
練
１
回

当
た
り
約
３
日
な
い
し
15
日
ま
で
、

年
４
週
間
以
内
を
維
持
す
る
。

　

・
訓
練
計
画
に
つ
い
て
、
事
前
に
地

元
自
治
体
へ
通
知
す
る
。

　

在
日
米
軍
の
再
編
に
伴
う
航
空
自
衛
隊
百

里
基
地
へ
の
米
軍
機
訓
練
移
転
に
つ
い
て
、

１
月
17
日
、
茨
城
県
知
事
立
会
い
の
も
と
、

行
方
市
、
小
美
玉
市
、
鉾
田
市
の
３
市
と
東

京
防
衛
施
設
局
と
の
間
で
、
①
騒
音
対
策
②

安
全
対
策
③
地
域
振
興
策
等
④
移
転
さ
れ
る

米
軍
機
の
訓
練
形
式
等 (

共
同
訓
練
の
態
様)

を
柱
と
す
る
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
た
地
域
振
興

策
等
に
つ
い
て
、
３
市
は
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
要
望
書
を
個
別
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
地
域
振
興
策
等
が
確
実
に

履
行
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
関
係
部
局
と
の

調
整
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 協定の締結を終えて握手する徳地局長、島田市長、
 橋本知事、鬼沢市長、坂本市長 (左から)



　

入
院
し
た
時
の
医
療
機
関
へ
の
支

払
い
額
が
、「
保
険
証
」
と
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
は
所
得

区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

入
院
前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
交
付

申
請
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続
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国
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窓
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っ
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付
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に
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、
申
請

時
に
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世
帯
主

で
あ
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こ
と
が
必
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で
す
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ど

お
り
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支
給
方
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な
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ま
す
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出
産
費
用
に
係
る
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
出

産
前
の
事
前
申
請
に
よ
り
、
出
産
育

児
一
時
金
（
35
万
円
）
を
国
保
か
ら

直
接
医
療
機
関
へ
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
事
前
申

請
は
、
出
産
予
定
日
の
一
ケ
月
前
か

ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
出
産

育
児
一
時
金
請
求
書
（
事
前
申
請
用)

の
申
請
を
国
保
窓
口
に
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
出
産
予
定
医
療
機
関
の
同

意
書
と
、
申
請
時
に
国
保
税
の
滞
納

が
な
い
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
滞
納
の
あ
る
世
帯
主
は
、
従

来
ど
お
り
の
支
給
方
法
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
被
保
険
者
証
は
、
３
月
末
に

加
入
者
の
お
手
元
に
届
く
よ
う
普
通
郵
便
で

発
送
し
ま
す
。

　

保
険
証
交
付
時
期
に
ご
自
宅
を
留
守
に
さ

れ
る
等
の
理
由
で
、
市
役
所
の
窓
口
に
て
交

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
し
出

て
下
さ
い
。

１
申
込
期
限　

３
月
20
日 (

火)　

厳
守

２
申
込
み
先　

市
民
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ

又
は
各
庁
舎
市
民
窓
口
室

３
保
険
証
交
付
期
間

　

３
月
27
日 (

火)

〜
３
月
30
日 (

金)

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

４
交
付
場
所　

申
し
込
み
時
に
指
定
さ
れ
た

行
方
市
役
所
各
庁
舎

５
持
参
す
る
も
の　

印
鑑
・
身
分
証
明
書 (

運

転
免
許
証
等
）
受
領
者
は
世
帯
主
と
な
り

ま
す
の
で
、
世
帯
主
以
外
の
方
が
来
庁
さ

れ
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

６
そ
の
他　

世
帯
単
位
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

　

市
民
課 (

玉
造
庁
舎) 

国
保
年
金
グ
ル
ー
プ
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成
19
年
４
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関
で
の
出
産
費
用
の

　
　
　

負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
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新
鮮
で
お
い
し
い
行
方
産
の
野
菜

は
、
農
家
の
み
な
さ
ん
や
農
業
協
同

組
合
・
出
荷
組
合
・
市
場
関
係
者
等
々

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
消
費
者

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
農
業
産
出
額
に
よ

る
と
、
行
方
市
の
主
な
作
物
の
順
位

と
推
計
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

全
国
一
位
は
、「
セ
リ
」
10
億
２
千

万
円
、「
エ
シ
ャ
レ
ッ
ト
」
８
億
４
千

万
年
、「
み
つ
ば
」
５
億
７
千
万
円
の

三
作
物
で
す
。

　

全
国
二
位
で
は
、「
み
ず
菜
」
８
億

５
千
万
円
、「
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
」
８
億

６
千
万
円
、「
し
ゅ
ん
ぎ
く
」
の
８
億

３
千
万
円
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
銘
柄
指
定
の
「
い
ち

ご
」
や
「
か
ん
し
ょ
」
を
は
じ
め
、

「
レ
ン
コ
ン
」「
大
葉
」「
そ
ら
ま
め
」

「
し
ょ
う
が
」
な
ど
も
全
国
で
上
位

の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
み
る
と
農
作
物
ば
か
り
が
目

立
ち
ま
す
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、「
な
め
が
た
畜
産
」
で
す
。

　

豚
は
、
平
成
17
年
行
方
市
農
業
総

産
出
額
の
10
・
６
％
を
占
め
、
25
億

８
千
万
円
と
か
ん
し
ょ
、
コ
メ
に
続

く
第
三
位
、
鶏
卵
も
14
億
１
千
万
円

の
産
出
額
で
５
・
８
％
の
第
４
位
の

シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
産
出
額
の
背

景
に
は
、
行
方
地
域
が
京
浜
の
大
消

費
地
近
郊
に
位
置
し
、
し
か
も
広
大

な
施
設
建
設
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
畜
産
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
く
、
廃
業
に

追
い
込
ま
れ
た
事
業
所
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

養
豚
業
で
は
、
近
年
豚
の
防
疫
と

安
全
性
の
確
保
の
狭
間
で
揺
れ
、
ま

た
、
平
成
16
年
度
か
ら
は
家
畜
排
泄

物
法
が
完
全
適
用
と
な
っ
た
た
め
、

設
備
投
資
で
き
な
か
っ
た
事
業
所
は
、

経
営
を
断
念
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
玉
造
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る

有
機
肥
料
供
給
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家

畜
の
糞
尿
処
理
と
肥
料
化
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
処
理
能
力
の
限
界
か

ら
、
計
画
地
域
の
糞
尿
処
理
に
限
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
養
鶏
業
で
は
、
北
浦
地
区

で
大
規
模
に
経
営
し
て
い
た
事
業
所

が
あ
り
ま
し
た
が
、
工
業
団
地
建
設

に
伴
い
一
部
縮
小
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
近
年
、
茨
城
県
常
総
市
や
小
美

玉
市
周
辺
で
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
騒
動
で
は
、
県
内
の
多
く
の

養
鶏
場
が
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
行
方
市
内
の
養
鶏
場

は
危
機
感
を
抱
き
、
現
在
も
感
染
へ

の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

酪
農
で
は
、
麻
生
地
区
と
玉
造
地

区
で
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
値

が
続
く
厳
し
い
経
営
状
況
の
中
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
環
境
下
、
牛
乳
を
地

元
の
加
工
組
合
等
に
出
荷
し
、
新
鮮

で
安
全
な
製
品
を
地
産
地
消
と
い
う

形
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
行
方
の
畜
産
業
は
、
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
な

が
ら
も
、
新
鮮
で
お
い
し
く
栄
養
価

が
高
い
、
安
全
な
畜
産
品
を
消
費
者

に
提
供
し
よ
う
と
、
他
品
と
の
差
別

化
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
努
力
が
、

安
定
し
た
経
営
の
基
盤
を
作
り
上
げ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
う
し
て
で
き
た
行
方

市
内
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
と
、
常
陸
牛

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

方
市
の
畜
産

行

ローズポーク：ヨークシャー種 (Ｗ) とランドレース種 (Ｌ) を交配したＦ１ (ＬＷ) にディロッ
　　　　　　　ク種 (Ｄ) を交配し、７代にわたる選抜により茨城県で作り上げた系統豚

常 陸 牛（青木牛舎：行方市手賀)

パインポーク（根本豚舎：行方市行方)

畜 産

な め が た

ぶ ら ん ど

野菜だけじゃない

食の地域資源
情報発信を！
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「
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ク
」
は
茨
城
県
の

銘
柄
と
し
て
、
一
般
的
に
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
行
方
市
内
で
も
同
じ
ロ

ー
ズ
ポ
ー
ク
種
（
Ｌ
Ｗ
Ｄ
）
の
仔
豚

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
厳
選
し
た

材
料
の
混
合
飼
料
で
育
て
上
げ
、
独

自
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
出
荷
し
て
い
ま

す
。
今
、
こ
の
こ
だ
わ
り
の
豚
肉
が
、

市
場
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

「
常
陸
ポ
ー
ク
」
は
、
行
方
市
八

木
蒔
の
千
ヶ　
　

さ
ん
が
経
営
す
る
、

千
ヶ　

畜
産
の
登
録
商
標
で
す
。
こ

だ
わ
り
の
あ
る
飼
育
に
よ
っ
て
、
そ

の
肉
質
は
、
国
立
機
関
に
よ
る
検
査

結
果
に
よ
る
「
肉
質
分
析
成
績
表
」

で
客
観
的
評
価
を
持
ち
、
消
費
者
に

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
飼
料

に
は
、
乳
酸
菌
や
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
な

ど
の
天
然
素
材
に
加
え
、
ハ
ー
ブ
を

使
用
。
ま
た
、
国
内
外
の
企
業
と
の

提
携
を
し
て
、
新
た
な
天
然
素
材
導

入
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

「
パ
イ
ン
ポ
ー
ク
」
は
、
行
方
市

青
沼
の
大
里
武
志
さ
ん
や
、
行
方
の

根
本
宜
昌
さ
ん
ら
茨
城
味
わ
い
ポ
ー

ク
研
究
会
員
と
飼
料
業
者
等
が
共
同

で
育
て
て
い
る
豚
で
す
。
Ｌ
Ｗ
Ｄ
種

の
仔
豚
を
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
加
え
て

育
て
る
「
味
わ
い
ポ
ー
ク
」
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
こ
へ
さ
ら
に
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
の
芯
な
ど
を
加
え
た
飼
料
で
育

て
た
豚
を
、「
パ
イ
ン
ポ
ー
ク
」
と
し

て
売
り
出
し
、
差
別
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
う
ま
み
成
分
で
あ
る
遊
離
ア

ミ
ノ
酸
の
値
は
、
な
ん
と
ブ
ラ
ン
ド

品
で
あ
る
黒
豚
と
同
量
で
あ
り
、
同

等
の
肉
質
を
作
り
出
す
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
す
。

　

「
美
明
豚
」
は
、
行
方
市
麻
生
の

中
村
一
夫
さ
ん
の
育
て
る
豚
の
登
録

商
標
で
す
。
美
明
豚
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
振
興
協
議
会
で
は
食
肉
業
者
も
役

員
を
務
め
て
い
る
た
め
、
肥
育
か
ら

出
荷
ま
で
一
括
し
た
調
査
研
究
を
行

い
、
安
全
で
お
い
し
い
豚
肉
を
提
供

で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
健
康
な
豚

づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ (

特

定
病
原
菌
を
持
た
な
い
育
種
）
に
よ

る
親
豚
の
厳
選
か
ら
、
自
然
交
配
・

分
娩
の
管
理
、
乳
酸
菌
や
海
草
・
ウ

コ
ン
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
合
し

た
天
然
素
材
の
飼
料
で
育
て
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
三
銘
柄
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
肥
育
方
法
や
流
通
形
態
を
と

っ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
飼
料
作
り

か
ら
販
売
に
至
る
研
究
や
協
力
体
制

が
整
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
今
後

も
安
全
で
お
い
し
い
豚
肉
を
消
費
者

へ
供
給
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

行
方
市
内
で
も
、
茨
城
ブ
ラ
ン
ド

で
あ
る
常
陸
牛
の
生
産
が
行
わ
れ
て

お
り
、
西
蓮
寺
の
武
井
巖
さ
ん
や
手

賀
の
宮
内
順
一
さ
ん
ら
数
人
が
育
て

て
い
ま
す
。
そ
の
一
人
で
あ
る
手
賀

の
青
木
雄
一
さ
ん
は
、
父
親
の
代
か

ら
黒
毛
和
牛
を
飼
育
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
和
牛
の
中
で
常
陸
牛
と
呼
べ
る

も
の
は
、
肉
質
等
級
の
４
級
と
５
級

で
歩
留
等
級
が
Ａ
と
Ｂ
の
も
の
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
良
質
の
脂
肪
に
よ

る
霜
降
り
肉
は
、
柔
ら
か
く
風
味
が

あ
り
好
評
で
す
。
し
か
し
、
飼
料
や

肥
育
環
境
を
大
切
に
し
な
が
ら
育
て

て
も
、
銘
柄
黒
毛
和
牛
で
「
常
陸
牛

の
証
明
」
の
出
る
の
は
、
６
〜
７
割

の
実
績
で
す
。

　

こ
れ
ら
行
方
産
の
豚
肉
や
牛
肉
は
、

残
念
な
が
ら
現
在
は
、
身
近
で
購
入

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

給
食
や
地
元
食
堂
な
ど
で
も
取
り
扱

い
、
地
産
地
消
を
と
お
し
て
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
、
ふ
る
さ
と

の
食
材
づ
く
り
の
姿
と
そ
の
味
を
伝

え
た
い
も
の
で
す
。

つ
の
豚
ぶ
ら
ん
ど

三そ
の
名
は
「
常
陸
ポ
ー
ク｣

・

｢

パ
イ
ン
ポ
ー
ク｣
・｢

美
明
豚｣

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
肉
質

を
守
る
常
陸
牛
指
定
生
産
者

肉質等級：肉の締まりやきめ、霜降りの度合い、色、光沢、脂肪の質などの基準
歩留等級：１頭の牛（枝肉）から、どのくらいの赤肉が得られるかの基準

各特性をPRするパンフレット
（肉質の分析から販売宣伝に至るまで
　　　　積極的な取り組みを示した資料）

［お問合せ先］

行方市農林水産課　☎ 0291ー35ー2111

行方市秘書広聴課　☎ 0299ー72ー0811

（行方ブランド推進担当　内線 251）
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トピックストピックス

全
体
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た

元
気
に
豆
ま
き
！

　
　
　
　
　

麻
生
幼
稚
園

中
学
生
と
話
そ
う

親
と
子
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

下
水
道
週
間　

  

　

  

コ
ン
ク
ー
ル

　

２
月
２
日
、
一
日
早
い
「
豆
ま
き
」

が
麻
生
幼
稚
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
あ
る
悪
い

鬼
を
追
い
払
っ
て
、
今
年
一
年
元
気
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
と
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
潮
来
青
年
団
の
方
が
、

ふ
ん
装
し
た
大
き
な
赤
鬼
に
向
か
っ
て
、

大
き
な
声
で
「
鬼
は
ー
外
。
福
は
ー
内
。

｣

と
思
い
切
り
豆
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
優
し
く
な
っ
た
鬼
さ
ん
と

「
元
気
に
挨
拶
を
す
る
。
友
達
と
仲
良

く
遊
ぶ
」
な
ど
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
が
１
月
24
日
、
茨
城
県
庁
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

下
水
道
へ
の
理
解
と
普
及
を
促
進
す

る
目
的
に
、
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

・
書
道
・
標
語
・
新
聞
・
写
真
の
６
部

門
に
県
内
小
・
中
学
生
及
び
一
般
の
方

か
ら
計
３
２，
６
１
６
件
の
応
募
が
あ
り
、

市
内
か
ら
は
、
新
聞
の
部
で
坂
本
英
織

香
さ
ん
（
大
和
二
小
４
年
）
が
知
事
賞

準
特
選
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
坂
本
さ
ん
は
「
選
ば
れ

て
嬉
し
か
っ
た
。
新
聞
は
、
絵
と
図
を

入
れ
て
見
や
す
く
工
夫
し
ま
し
た
」
と

喜
び
の
笑
顔
で
し
た
。

　

１
月
16
日
、
行
方
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
全
体
研
修
会
を
レ
イ
ク

エ
コ
ー
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
市
内
各
地
区
委
員
ほ
か
、
鉾
田
市

旭
地
区
委
員
及
び
教
育
関
係
者
も
参
加

し
、
歌
手
の
大
野
靖
之
さ
ん
に
よ
る
「
ト

ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、
母
親
を
病
気
で
亡
く

し
て
以
来
、「
命
」
や
「
家
族
」
を
テ
ー

マ
に
歌
い
続
け
、
千
葉
県
内
の
小
・
中

学
校
の
非
常
勤
講
師
も
勤
め
な
が
ら
、

２
０
０
５
年
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
ま
し
た
。
大
野
さ
ん
の
「
命
」

を
大
切
に
す
る
思
い
、
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
「
夢
」
を
も
っ
て
生
き
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
と
て
も
よ
く
伝
わ

り
、
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
と
保
護
司
、
更
生
保
護

女
性
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
が
対
話

す
る
「
中
学
生
と
話
そ
う
親
と
子
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
２
月
１
日
、
玉
造
中
学

校
に
お
い
て
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
中
学
生
が
、

今
、
問
題
を
起
こ
さ
な
い
だ
け
で
な
く
、

生
涯
に
わ
た
り
、
犯
罪
に
関
わ
ら
な
い

人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
「
学
校
と
保
護
司
の
連
携
」
の
一
環

と
し
て
、
玉
造
地
区
の
保
護
司
が
中
心

と
な
り
、
地
域
の
有
識
者
の
協
力
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
各
学

級
に
助
言
者
と
し
て
３
〜
４
人
ず
つ
入

り
、
生
徒
か
ら
の
「
服
装
に
つ
い
て
」

「
い
じ
め
に
つ
い
て
」「
薬
物
に
つ
い
て｣

な
ど
の
発
表
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
助
言

者
の
方
か
ら
経
験
談
を
含
め
て
、
50
分

ほ
ど
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。



　

行
方
市
消
防
団
と
し
て
、
初

め
て
の
市
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
が
、
昨
年
の
９
月
30
日
、
麻

生
運
動
広
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
士
気

の
高
揚
と
消
防
技
術
の
向
上
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
の
２
種
目

に
分
か
れ
、
規
律
の
正
し
さ
や

タ
イ
ム
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

　

各
団
員
の
選
手
た
ち
は
、
機

敏
か
つ
正
確
な
動
き
で
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

　

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●小型ポンプの部

●自動車ポンプの部

北浦第１分団第１部山 田 地 区第２位

玉造第１分団第２部根古屋地区第３位

玉造第２分団第３部宿 地 区優 勝

麻生第７分団第２部新 宮 地 区第２位

北浦第３分団第１部小 貫 地 区第３位

麻生第４分団第１部矢 幡 地 区優 勝

１
要
綱
案
の
趣
旨
�
目
的
及
び

背
景

　

市
報
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
市
の
常
用
封
筒
を
広
告

媒
体
と
し
て
活
用
し
、
民
間
企

業
等
の
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と

で
、
市
の
自
主
財
源
を
確
保
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

広
告
掲
載
に
関
す
る
要
綱
案
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成

19
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
要
綱
案
の
公
表
に
つ
い
て

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
市
役
所
麻
生
庁
舎
秘

書
広
聴
課
、
北
浦
庁
舎
総
務
窓

口
課
、
玉
造
庁
舎
総
務
窓
口
課

で
要
綱
案
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

３
意
見
の
募
集
期
間

　

平
成
19
年
２
月
27
日 (

火)

           　

 

〜
３
月
29
日 (

木)

４
提
出
方
法

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ア
ク

セ
ス
さ
れ
た
方
は
、
意
見
を
添

え
て
直
接
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
担
当
課
（
総
務
課
）
へ
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
持
参

・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
さ
れ
る

方
は
、
任
意
の
様
式
に
要
綱
案

に
対
す
る
ご
意
見
、
住
所
、
氏

名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
聴

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し

て
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
害

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
な
ど

を
除
き
、
取
り
ま
と
め
た
う
え

で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。(

平
成
19
年
４
月
中
旬

予
定
）

　

な
お
、個
々
に
回
答
は
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

５
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
１
１
ー
３
８
９
２

行
方
市
麻
生
１
５
６
１
ー
９

秘
書
広
聴
課 (

麻
生
庁
舎)

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
８
１
１

　

０
２
９
９
ー
７
２
ー
２
１
７
４
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青
少
年
育
成
行
方
市
民
会
議
が
発
足

青
少
年
育
成
行
方
市
民
会
議
が
発
足

青
少
年
育
成
行
方
市
民
会
議
が
発
足

　

行
方
市
教
育
委
員
会
は
、
合
併
後
懸

案
と
な
っ
て
い
た
、
青
少
年
育
成
市
民

会
議
の
設
立
に
向
け
、
市
内
青
少
年
関

連
団
体
の
代
表
者
等
に
よ
る
設
立
準
備

委
員
会
を
結
成
し
協
議
を
経
て
、
１
月

18
日 (

木) 

行
方
市
文
化
会
館
に
お
い
て

設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
各
地
域
か
ら
１
５
０
名
の

団
体
代
表
者
等
が
出
席
し
、
設
立
趣
旨

の
確
認
及
び
規
約
、
役
員
の
選
出
、
本

年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
に
つ
い
て

審
議
、
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
役
員
の

選
任
で
は
、
初
代
会
長
と
し
て
坂
本
俊

彦
市
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
終
了
後
、
青
少
年
育
成
茨

城
県
民
会
議
副
会
長
の
石
津
博
康
先
生

に
よ
る
「
心
豊
か
で
健
や
か
な
青
少
年

を
育
む
地
域
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
青

少
年
健
全
育
成
に
効
果
的
な
実
践
活
動

及
び
青
少
年
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
克

服
に
向
け
青
少
年
施
策
を
総
合
的
に
展

開
す
る
も
の
で
、
行
方
市
に
お
い
て
は
、

玉
造
地
区
を
除
き
、
は
じ
め
て
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
趣
旨
に

賛
同
す
る
多
く
の
市
民
の
参
加
が
期
待

さ
れ
ま
す
。　

　

本
年
度
重
点
目
標
を
次
の
と
お
り
定

め
ま
し
た
。

①
「
親
が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ

る
」
運
動
の
推
進

②
「
明
る
く
楽
し
い
家
庭
作
り
」
運
動

の
推
進　

③
「
あ
い
さ
つ
、
声
か
け
」
運
動
の
推

進
④
「
地
域
親
」
活
動
の
普
及
推
進

⑤
青
少
年
の
自
立
と
社
会
性
を
育
て
る

育
成
活
動
の
推
進

⑥
関
係
機
関
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
関
係
団
体
等

と
の
連
携
、
強
化

⑦
市
民
会
議
発
足
記
念
事
業
の
成
功

　

年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の

制
度
で
す
。
あ
な
た
が
納
付
す
る
保
険
料

が
、
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
あ
な
た
や
家
族
の
年
金
権

を
守
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の
生
活

保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、

思
わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持
し
て

い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎

年
金
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
付
期
限

ま
で
に
支
払
っ
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う

な
年
金
給
付
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
間
を
経
過

す
る
と
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
た
め
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
納
付
書
」
で
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
、
ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
社
会
保
険
事
務
所
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
納
付
を
、「
一
括
し
て

前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
一
括
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と
割

引
額
が
有
利
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
括
支
払
い
の
前
納
で
な
く
て

も
、
月
々
の
口
座
振
替
を
早
割
（
当
月
保

険
料
の
当
月
末
引
き
落
し
）
に
す
る
と
割

引
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
は
、
支
払
い
の
手
間
や
時
間
が
省

け
る
「
口
座
振
替
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、
社
会
保

険
事
務
所
、
各
金
融
機
関
の
窓
口
ま
で
。

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
（
基
礎
年
金

番
号
な
ど
）
を
記
入
し
て
、
金
融
機
関
届

出
印
を
押
印
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
で
の
一
括
前
納
は
実

施
月
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ
か

ら
割
引
と
な
る
か
な
ど
は
、
お
申
し
込
み

時
に
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ

　
　

水
戸
南
保
険
事
務
所

　
　

☎
０
２
９
ー

２
２
７
ー

３
２
５
１

国 民 年 金

一
括
前
納
で
割
引
あ
り

納
付
の
時
効
は
２
年
間

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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2007’鹿島アントラーズマッチデーフェスティバルのご案内

昨年度参加者10000人突破！　Ｊリーグ試合観戦者対象イベント！昨年度参加者10000人突破！　Ｊリーグ試合観戦者対象イベント！昨年度参加者10000人突破！　Ｊリーグ試合観戦者対象イベント！

!!大好評マッチデーフェスティバル今年も開催　

2007'は従来の【ミニゲーム】プラス【新イベント】を行います　（ミニゲームか新イベントどちらか一つへの参加とります。お間違えのないようにしてください)

新イベントミニゲーム

ト伝 (仮)　　　　　×○14：00ガンバ大阪日3月11日

ナビスコト伝 (仮)親子ミニゲーム　○14：00新潟 (ナビスコ)日3月25日

ナビスコ（平日）ト伝 (仮)キックベース (4～6年)○19：00甲府 (ナビスコ)水4月04日

潮来の日ト伝 (仮)8人制 (4～6年) 学年別○16：00大　　宮土4月07日

○ 東庄の日スタジアム　　　　　××19：00名古屋 (ナビスコ)水4月11日

ト伝 (仮)　　　　　×○16：00浦　　和日4月29日

ファミリージョインデイト伝 (仮)親子ミニゲーム　○15：00横浜マリノス日5月06日

銚子の日ト伝 (仮)キャラバン○19：00磐　　田土5月12日

ト伝 (仮)　　　　　×○16：00甲　　府土5月26日

香取の日ト伝 (仮)学級対抗ミニゲーム○16：00広　　島土6月16日

かすみがうらの日ト伝 (仮)8人制 (4～6年) 学年別○16：00名 古 屋日6月24日

神栖の日ト伝 (仮)　　　　　×○16：00ＦＣ東京土6月30日

成田の日（平日）ト伝 (仮)親子ミニゲーム○未　定千　　葉水8月15日

ト伝 (仮)女子の大会○未　定横浜ＦＣ土8月25日

行方の日ト伝 (仮)女子の大会○未　定川　　崎土9月01日

敬老の日ＳＰト伝 (仮)　　　　　×○未　定新　　潟土9月22日

鉾田の日ト伝 (仮)親子ミニゲーム○未　定神　　戸土10月06日

鹿嶋の日ト伝 (仮)　　　　　×○未　定大　　分土10月27日

ト伝 (仮)8人制 (4～6年) 学年別○未　定　　柏日11月18日

ト伝 (仮)未　定○未　定清　　水土12月01日

ピッチでマッチ
（スタジアム）

イ ベ ン ト会場
マッチデー内容Ｊリーグ

キックオフ
対戦相手日 時

　鹿島アントラーズＦＣでは、昨年度も大好評でした小学生対象のマッチデーフェスティバルを

本年度も開催致します。アントラーズの試合観戦前に『ミニゲーム交流会』でサッカーをプレーする楽しみを

知ってもらい、観戦をより充実させる事が目的です。今年はミニゲームだけでなくいろいろなイベントも予定

していますので皆様のご参加お待ちしております。�        

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

●開 催 内 容　5人制（中学生・5・6年生）6人制（１～4年生）によるミニサッカー大会

　　　　　　　【ミニゲーム】プラス次のイベント　　例【親子ミニゲーム・８人制サッカー・キックベースなど】

●注　意　！　ミニゲームと新イベントの同時参加はできません

　　　　　　　（ミニゲーム希望かそれとも他のイベント希望か選択してください）�

●参加対象者� 当日のカシマスタジアムでのチケット購入者

●会　　　場　①ト伝グランド（カシマスタジアム隣り）

　　　　　　　②アントラーズクラブハウスG

　　　　　　　③高松緑地G（クラブハウス隣り）

　　　　　　　④新浜緑地G（鹿島港隣り）

　　　　　　　　※試合日により変更になる場合があります

●雨天の場合� 小雨決行（荒天中止）

●雨天のご確認方法　アントラーズテレフォンサービスにてご確認ください

　　　　　　　　　　　☎ ０２９９－８４－６８００ (５０３)

●Jリーグ、ナビスコカップホームゲームの日に開催

●問合せ　鹿島アントラーズＦＣ　☎ 0299－84－6817（担当：小暮・堀之内)
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　霞ヶ浦ふれあいランドでは、様々
な楽しいイベントを行っています。
皆さんのお越しをお待ちしています。
○第7回特別企画展
　　「ペン画にみる　霞ヶ浦の魚たち展」
　霞ヶ浦の環境改善に一役かっている「魚」たち。
今回はこの魚にターゲットを絞り、「ペン画」から魚
の世界に秘められた謎を探り、霞ヶ浦の環境改善の
糸口を見いだしましょう。
　期　　日　3月1日 (木) ～ 5月31日 (木)
　展示場所　水の科学館内
○「第1回なめがた環境保全フォトコンテスト」入賞作品展
　市民一体となって、自然豊かな我が郷土を守って
いきましょう。
　期　　間　3月14日 (水) ～ 3月28日 (水)
　展示場所　水の科学館内
　主　　催　環境保全行方市民会議
○いろいろなメダカ展
　40種類のいろいろなメダカを展示いたします。
　展示期間　3月24日 (土) ～ 4月8日 (日)
○日曜イベント
押し花 絵 体 験 会　第1・第4日曜日

ペーパークラフト　第2・第3・第5日曜日
　　　　　　　　 　（どちらも先着80名様）
　場　所　水の科学館内　10時　受講料無料
○虹の塔ギャラリー展示会　
入場料無料
押し花絵展　2月24日 (土) ～ 3月23日 (金)
生　花　展　3月25日 (日) ～ 3月29日 (木)

鯉のぼりをお譲りください
　ご家庭で不要となった鯉のぼりがありましたら、
イベント用に無料でお譲りください。
　ご持参できない場合は、お伺いします。

問　　合　　せ

霞ヶ浦ふれあいランドイベント情報　!

☎ 0299－55－3927
※入　館　料：大人600円、子供300円　

 　　　　　　　　(20名以上、団体割引あり)
※開館時間：午前9時30分～午後4時30分

道の駅「たまつくり」物産販売所
☎ 0299－36－2781

※営業時間　4月から9月：午前9時～午後7時
　　　  　  10月から3月：午前9時～午後6時

平成19年度　霞ヶ浦ふれあいランド　玉造・虹の塔ギャラリー展示計画一覧表

玉造フラワー会

行方市玉造文化協会   写真クラブ

行方市玉造文化協会  ふるさとの自然に親しむ会

行方市北浦文化協会　　筆道楽クラブ

行方市玉造文化協会  さくら花倶楽部

内モンゴル沙漠植林交流協会

行方市玉造文化協会　絵画・彫塑部

行方市玉造文化協会  　悠墨会

行方市玉造文化協会 　書道部

さくら3Ｄ会

行方市北浦文化協会 　北英会

華の会

行方市玉造文化協会  ともづな俳句会

行方市玉造文化協会 俚謡作家クラブ

行方市玉造文化協会　　くいな吟社

行方市玉造文化協会　　龍生派鬼沢社中

行方市麻生文化協会　全日本写真連盟麻生支部

ふしぎな花倶楽部　野ばら

主 催 者 名

根崎かつ江

古森喜恵子

柳瀬　徳造

飯田　光子

飯田　勝子

石田　正雄

鈴木　民弥

大場　浩一

野原小右二

小松原由利子

片岡　　満

八木　久江

小谷　英夫

大曽根久子

大和田義雄

鈴木イク子

山　　　實

高畑　悦子

代表者

工 芸 盆 栽 展

写 真 展 1

ふるさとの自然

絵 手 紙 展

押 し 花 絵 展

沙 漠 植 林 展

絵 画 ・ 彫 塑 展

水 墨 画 展

書 道 展

3 Ｄ 展

絵 画 展

ペーパークラフ

俳 句 ・ 俚 謡 展

生 花 展 1

写 真 展 2

生 花 展 2

展示会名

平成19年　3　月31日㈯～平成19年　4　月22日㈰

平成19年　4　月25日㈬～平成19年　5　月17日㈭

平成19年　5　月19日㈯～平成19年　5　月30日㈬

平成19年　6　月　1　日㈮～平成19年　7　月　5　日㈭

平成19年　7　月　7　日㈯～平成19年　7　月29日㈰

平成19年　7　月31日㈫～平成19年　8　月19日㈰

平成19年　8　月21日㈫～平成19年　9　月11日㈫

平成19年　9　月13日㈭～平成19年10月　8　日㈪

平成19年10月11日㈭～平成19年11月　4　日㈰

平成19年11月　7　日㈬～平成19年12月　2　日㈰

平成19年12月　6　日㈭～平成19年12月27日㈭

平成20年　1　月　1　日㈫～平成20年　1　月24日㈭

平成20年　1　月26日㈯～平成20年　2　月17日㈰

平成20年　2　月20日㈬～平成20年　2　月24日㈰

平成20年　2　月26日㈫～平成20年　3　月20日㈭

平成20年　3　月22日㈯～平成20年　3　月29日㈯

期 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

番号

農薬適正使用講習会を開催します
　食品衛生法の改正（平成18年５月29日）により、
すべての農薬、作物に残留農薬の基準が定められ、
法律によって農産物･食品の流通の規制が強化されま
した。
　農薬取締法、食品衛生法に基づく農薬使用基準の

遵守と農薬散布の飛散防止についての講習会を、次
のとおり開催しますのでご参加下さい。
○日時：３月27日 (火)　午後７時から
○場所：行方市文化会館（行方市山田2175）
○主催：行方市・行方地域園芸振興協議会
○共催：行方地域農業改良普及センター
　　　　鹿行地方総合事務所農林課
　　　　　農林水産課 (北浦庁舎)　☎0291－35－2111問合せ



　白帆荘の閉館に伴い、会計閉鎖事務を行うため、
誠に勝手ながら臨時休館となります。
　臨時休館日　３月23日 (金) ～ 3月31日 (土)
　４月１日より通常営業いたします
　ご不便をおかけしますが何卒ご了承ください。

　最近、認知症高齢者の行方不明事案が増加しています。
　市では、そのような高齢者のご家族のために、位置情
報が確認できる端末機貸し出しのサービスを実施して
います。悩まずお気軽にお問い合わせください。

徘徊の恐れがある高齢者家族の皆様へ

�やわらかい社会
　　（柔軟な発想、多様な個性を受け入れる)
�やりたいことができる社会
　　（個性、能力を発揮できる）
�やり直しのきく社会
　　（再チャレンジ、さまざまな生きがい
　　　を見つけられる）
�やすらぎのある社会
　　（仕事と生活のバランス）
�やさしく楽しい社会
　　（男女が分かり合い、優しくなれる。
　　　男女一緒に楽しくやれる）

　１月17日、東京電力
株式会社龍ヶ崎支社（支
社長根本康裕）及び鹿島
営業センターより、「市
の防犯に役立ててくださ
い」と、防犯灯30基が
寄贈されました。

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月４月
10 1013時～15時鉾田市　鉾田市立中央公民館

金

木

2〃　〃　　旭総合支所学供施設
5〃　〃　　大洋保健センター

5 1 7〃神栖市　神栖町保健・福祉会館
4〃　〃　　波崎町福祉センター

7 6 6〃鹿嶋市　保健センター
6〃　〃　　はまなす公民館

3 810時～12時潮来市　津知公民館
2〃　〃　　かすみ保健福祉センター

56〃行方市　麻生公民館
6 11〃　〃　　北浦公民館

11 7〃　〃　　玉造庁舎内相談室

平成20年平　　成　　19　　年
時 間会 場曜

日

注１　会場へは、身体障害者手帳 (戦傷病者手帳)、印鑑を持参してください。
注２　会場が変更になる場合がありますので、会場となる市の福祉担当者

にご確認ください。

　平成19年４月から、国民の休日（祝祭日及び
振替休日）については、燃えるごみの回収を実
施いたします。(１月１日は除く）

　燃えるごみ
　の回収曜日

※燃えるごみだけの回収であり、それ以外のご
みは回収いたしませんのでご注意ください。
※従来どおり、美化センターでは国民の休日の
一般ごみの受け入れはいたしません。

玉造地区火曜日、金曜日
北浦地区水曜日、土曜日

麻生地区月曜日、木曜日



日
時　

４
月
７
日 (

土) 

〜
９
日 (

月)

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

行
方
市
沖
洲
「
芸
術
村
」

　
　

第
３
回
オ
ー
プ
ン
ア
ー
ト
事
業
実

行
委
員
会
（
行
方
市
玉
造
商
工
会

内
）

　
　

☎
０
２
９
９
ー
５
５
ー
０
５
８
１

　

今
ま
で
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
玉
造
地
区
の
一
部

で
も
、
高
速
通
信
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
」
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
名

フ
レ
ッ
ツ
・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ　

モ
ア
Ⅱ
（
40

Ｍ
タ
イ
プ
）

提
供
開
始
日
（
予
定
）
と
提
供
エ
リ
ア

○
４
月
27
日 (

金)

　

０
２
９
９
ー
３
７
ー
４
△
△
△

　

０
２
９
９
ー
５
６
ー
０
△
△
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
リ
ア

○
５
月
17
日 (

木)

　

０
２
９
９
ー
３
７
ー
５
△
△
△

　

０
２
９
９
ー
５
７
ー
０
△
△
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
リ
ア

　

提
供
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
設
備
状
況
に
よ
っ
て
は
、
一
部
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
で
き
な
い
地
域
が
あ
り

ま
す
。

事
前
申
込
受
付
開
始
日

　

２
月
14
日 (

水)

申
込
・
問

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本　

茨
城
支
店

　

☎
０
１
２
０
ー
１
１
６
ー
１
１
６

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　

（
年
中
無
休
※
年
末
年
始
除
く
）

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

ご
希
望
の
方
は
開
催
店
ま
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

日
時　

３
月
13
日 (

火)

場
所　

常
陽
銀
行
麻
生
支
店

　
　

常
陽
銀
行
麻
生
支
店

　
　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
５
５
２

　

心
の
病
気
に
つ
い
て
勉
強
し
な
が
ら

悩
み
を
話
し
合
い
、
ホ
ッ
と
す
る
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

精
神
障
害
を
持
つ
方
の
家
族
や

支
援
者

日
時　

３
月
27
日 (

火)

　
　
　

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

鉾
田
保
健
所

内
容　

講
演
会
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
当

事
者
へ
の
接
し
方
を
考
え
よ
う

〜
家
族
が
元
気
に
な
る
た
め
に

〜
」
講
師　

Ｓ
Ｓ
Ｔ
普
及
協
会

認
定　

専
任
講
師　

土
屋
徹

申
込　

３
月
20
日 (

火) 

ま
で
に
電
話
に

て
申
込

　
　

鉾
田
保
健
所
健
康
指
導
課

　
　

☎
０
２
９
１
ー
３
３
ー
２
１
５
８

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
費
用
や
保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
負
担
軽
減
策
な
ど
に
、
無
料

で
お
答
え
し
ま
す
。(
治
療
内
容
の
専
門

的
な
質
問
や
、
個
別
の
医
療
機
関
・
施

設
の
紹
介
に
は
お
答
え
で
き
な
い
場
合

あ
り
）

日　
　

時　

３
月
31
日 (

土)

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話

　

☎
０
２
９
ー
２
２
８
ー
０
６
６
２

　

☎
０
２
９
ー
２
２
８
ー
０
６
６
３

回

答

者　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
医
療
・
福
祉
団
体

の
ス
タ
ッ
フ

　
　

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　

（
茨
城
県
保
険
医
協
会
気
付
）

　
　

☎
０
２
９
ー
８
２
３
ー
７
９
３
０

日
程
・
場
所

○
４
月
２
日 (

月)

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　

水
戸
市
役
所　

１
階
ロ
ビ
ー

○
４
月
３
日 (

火)

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

申
込　

当
日
会
場
に
て
申
込
み

　
　

㈳
茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　

☎
０
２
９
ー
２
４
６
ー
１
２
２
２

期
間　

４
月
７
日 (

土)

　
　
　
　

〜
７
月
31
日 (

火)

で
19
日
間

場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
百
里
サ

ン
ハ
ウ
ス

定
員　

40
名

費
用　

４
１，
０
０
０
円 (

テ
キ
ス
ト
代
含)

締
切　

３
月
31
日 (

土)
　
　
　

定
員
な
り
次
第
締
め
切
り

申
込　

申
込
書
と
費
用
を
直
接
持
参
、

ま
た
は
現
金
書
留

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
百
里
サ

ン
ハ
ウ
ス　

担
当
永
峰

　
　
　

〒
３
１
１
ー
３
４
０
６

　
　
　

小
美
玉
市
下
吉
影
２
４
３
７
ー

１
０
９

　
　
　

☎
０
２
９
９
ー
５
４
ー
０
０
２
９

　
定　
　

員　

若
干
名

　
　
　
　
　
　

(

普
通
科
・
男
女
共
学)

検
査
内
容　

国
語
・
数
学
・
英
語
と
面
接

願
書
受
付　

３
月
９
日 (

金)

　
　
　
　
　

〜
13
日 (

火)　

正
午
ま
で

検
査
期
日　

３
月
19
日 (

月)

　
　

千
葉
県
立
佐
原
高
校
定
時
制

　
　

千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
２
６
８
５

　
　

☎
０
４
７
８
ー
５
２
ー
５
１
３
１

対　
　

象　

建
設
機
械
操
作
施
工
に
従

　
　
　
　
　

事
し
て
い
る
者

試

験

日　

６
月
17
日 (

日)

手

数

料　

１
級　

１
０，
１
０
０
円

　
　
　
　
　

２
級　

１
０，
１
０
０
円

　
　
　
　
　

（
１
種
別
に
つ
き
）

申
込
期
間

　

３
月
15
日 (

木) 

〜
４
月
13
日 (

金)

　
　

㈳
日
本
建
設
機
械
化
協
会
試
験
部

　
　

☎
０
３
ー
３
４
３
３
ー
６
１
４
１



　

当
座
預
金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通

預
金
は
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
定
期
預

金
や
利
息
の
つ
く
普
通
預
金
は
、
金
融

機
関
ご
と
に
預
金
者
一
人
当
た
り
、
元

本
１
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
が
保
護

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
越
え
る
部
分
は
、

破
綻
し
た
金
融
機
関
の
財
政
状
況
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。(

一
部
カ
ッ
ト
さ

れ
る
場
合
あ
り
）

対
象
金
融
機
関

銀
行
（
国
内
に
本
店
の
あ
る
も
の
）

・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金

庫
・
信
金
中
央
金
庫
・
全
国
信
用
協

同
組
合
連
合
会
・
労
働
金
庫
連
合
会

　
　

預
金
保
険
機
構

　
　

☎
０
３
ー
３
２
１
２
ー
６
０
２
９

　

高
齢
者
自
ら
が
、
地
域
の
高
齢
者
を

対
象
に
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ

く
り
の
事
業
を
企
画
し
、
実
施
す
る
委

員
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
委

員
会
の
活
動
に
出
席
で
き
る
方

任
期　

平
成
19
年
４
月
か
ら

　
　
　
　

平
成
21
年
３
月
末
日

応
募　

は
が
き
に
て
申
込

住
所
・
氏
名 (

フ
リ
ガ
ナ)

・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
応
募

の
動
機
と
活
動
の
抱
負
、
社
会

活
動
歴
な
ど
を
２
０
０
字
程
度

で
明
記

締
切　

３
月
15
日 (

木)

　
　
　

当
日
消
印
有
効

応
募
・

　

(

社
福) 

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会　

　

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
１
０
ー
８
５
８
６

　

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８

　

☎
０
２
９
ー
２
４
３
ー
８
９
８
９

応
募
作
品
の
内
容　
　
　

　

高
齢
者
の
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
、

社
会
貢
献
、
文
化
・
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
就
業
・
就
学
な
ど
、
そ
の
生
活

を
豊
か
で
明
る
く
い
き
い
き
と
す
る
も

の
で
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
と
の

関
わ
り
の
中
で
具
体
的
経
験
を
通
じ
て

考
え
た
こ
と
や
意
見
、
主
張
。
表
題
は

自
由
。

資
格　

60
歳
以
上
の
方 (

昭
和
23
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

作
品
の
規
格
・
枚
数

　

縦
書
き
Ａ
４
サ
イ
ズ　

４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
（
ワ
ー
プ
ロ
原

稿
は
、
20
字
×
20
行
の
縦
書
き
）

添
付
書
類

　

① 

表
題 

②
氏
名 (

フ
リ
ガ
ナ) 

③
生

年
月
日 

④
年
齢 

⑤
住
所 

⑥
電
話
番
号 

⑦
本
コ
ン
ク
ー
ル
を
知
っ
た
き
っ
か
け 

⑧
現
在
の
職
業
ま
た
は
前
職
以
上
を
応

募
用
紙
に
記
入
し
、
作
品
に
ク
リ
ッ
プ

で
添
付

賞
　

○
厚
生
労
働
大
臣
賞　

１
編

　
　

 (

副
賞　

金
１
０
０，
０
０
０
円)

　

○
茨
城
県
知
事
賞　

１
編

　
　

 (

副
賞　

金　

７
０，
０
０
０
円)

　

○
㈶
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事

長
賞　

１
編

　
　

 (

副
賞　

金　

７
０，
０
０
０
円)

　

○
審
査
委
員
特
別
賞

　

○
佳
作 (

若
干)

締
切　

４
月
30
日 (

月)

　
　
　

当
日
消
印
有
効

注
意
事
項

　

①
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

　

②
応
募
は
一
人
一
編

　

③
入
賞
作
品
の
す
べ
て
の
権
利
は
㈶

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
に
帰
属

　

④
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

　

（
返
却
希
望
の
場
合
は
送
料
等
自
己

　
　

負
担
）

送
付
先
・

　

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
「
長
寿
社

会
・
私
の
主
張
」
コ
ン
ク
ー
ル
事
務

局　

企
画
振
興
部

　

〒
１
０
５
ー
８
４
４
６
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　市・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保
険税の納付を忘れている方はいませんか？
　平成18年度の全納期限が過ぎていますので、未納の
場合は早急に納付願います。納付書を紛失された方は、
収納対策室へご連絡ください。
　また、税金を催告しても納付していただけない場合
は、納期内納税者との公平を保つため、国税徴収法に
基づき、やむを得ず財産（不動産、給与、預貯金など）
を差押えて、公売などを行い税金に充てることになり
ます（この一連の手続きを「滞納処分」といいます)。
　期限内に納税することが肝心ですが、納付困難とな
ったらお早めにご相談ください。

＊国民健康保険税を滞納すると・・・
　国民健康保険税を一定期間滞納すると、有効期限の
短い「短期被保険者証」が交付されます。
　さらに特別な事情も無く滞納を続けると、医療費負
担が10割となる「資格証明書」が交付され、国保の給
付金が一時差止めとなります。

　

　行方市では、納税の公平性を保つため、催告に応じ
ない市税滞納者に対しては、厳格に滞納処分を実施し
ています。特別な事情により納付が困難な場合には、
お早めに収納対策室へご相談ください。
　
＊平成18年４月１日から平成19年１月31日の期間の処分状況
　・不動産差押　　　　　84件
　・不動産参加差押　　　21件
　・債権差押（預金等）　94件　 合計199件

　

　インターネット公売とは、都道府県や市町村などの
自治体が税金等滞納者から差押えた財産を、国税徴収
法などの法令に則って、ネットオークションで売るこ
とです。すでに全国で150ほどの自治体が実施していま
す。
　公売されているものには、土地、建物、マンション
などから、自動車、バイク、美術品、腕時計、プラズ
マテレビ、酒類など様々なものがあります。

＊興味のある方は次のwebサイトをご覧ください。

　　Yahoo! JAPAN官公庁オークション
　　　　URL： http://koubai.auctions.yahoo.co.jp

　「縦覧」とは、土地・家屋の価格を記載した縦覧帳
簿をご覧頂き、ご自分の土地・家屋の価格と他の土地
・家屋の価格と比較して、その価格の適正さを確認し
ていただく制度です。
　平成19年度は、次のとおり実施します。
縦覧の場所　
　麻生庁舎税務課窓口、北浦庁舎窓口、玉造庁舎窓口
縦覧の期間
　平成19年４月１日～平成19年５月31日
　（但し、土日祝日を除く午前８時30分～午後５時)
縦覧できる方
　本市に所在する固定資産に係る納税者
　（納税管理人・同居親族を含む）
必要な書類
　本人確認ができるもの
　　（課税明細書・納税通知書及び運転免許証等）
※上記以外の方が縦覧する場合は、納税者の委任状が必要です。

　市民税・県民税の申告は、平成19年度の市民税、国
保税、介護保険料などの課税資料となるものです。
　申告をしないと、児童手当の申請、保育園・幼稚園
の入園等に必要な証明書等が発行できませんので、未
だお済みでない方は、必ず申告されるようお願いします。

　所得税　平成19年1月から適用
　　　　　　　→　４段階の税率を６段階に細分化

　住民税　平成19年6月から適用
　　　　　　　→　３段階の税率から一律10％
　　　　　　　　　　　 （県民税４％、市民税６％）

　給与所得者の方は、１月から所得税が減り、その分
６月から住民税が増えることになります。
　また、個人事業主の方等は、19年６月から住民税が
増え、20年に行われる確定申告時に新しい税率で所得
税を申告納付するようになります。

平成19年度から、税源移譲により　
　　所得税と住民税の税率が変わります



１．禁煙の実行（禁煙山に登る）
　さて、禁煙コースは決めましたか？禁煙コースには、ガムコース・パッチコースなどのコース
があります。自分に合った禁煙コースを選んで、準備の済んだ人は禁煙登山を始めましょう！

　☆ガムコース
　薬局などで市販されているニコチンガム『ニコレット』を噛みながら登頂を目指すコース。ガムの噛み
方と自分に必要な個数をマスターすれば、だいぶ楽に禁断症状を乗り越えることができます。しかし、「吸
いたい欲求」はいつ現れるかわかりません。

　☆パッチコース
　ニコチンが添付されたパッチを使うコース。はじめに医療機関で医師の診断を受けて、パッチの処方箋
をもらいます。ガムのように市販はしていません。禁断症状はとても軽くなります！

２．禁断症状を乗り切るには（症状とその対処法）
　禁煙を始めると、禁断症状に悩まされるようになります。禁断症状の多くは、体の中からニコチンが抜け
出すためにみられ、通常禁煙３日以内にピークとなりますが、おおむね１週間、長くても２～３週間で消失
します。
　ここでは、代表的な４つの禁断症状の克服法を説明します。禁断症状を少しでも軽くするために、以下に
示した対処法を実践してください！

●期　　日   ５月14日㈪・15日㈫・16日㈬・17日㈭
　　　　　　８月６日㈪・８日㈬・10日㈮
●時　　間　午前 6：30～午前11：00
●場　　所　麻生保健センター
●対　象　者　40歳から70歳
　　　　　　※検診年齢は平成20年３月31日現在
●料　　金　1,000円
●申込方法　麻生保健センターへ申込書を直接持参する
　　　　　　か、電話でお申込みください。(FAXは受付
　　　　　　けません）
●申込期間　３月26日㈪から　(土日は除く)
　　　　　　午前 9：00～午後 5：00
　　　　　　※申込順で、定員になり次第締め切ります。
【問合せ先】麻生保健センター　☎ 0299ー72ー1523

◆期　日　４月25日㈬・26日㈭・27日㈮

　　　　　５月７日㈪・８日㈫・９日㈬・

　　　　　10日㈭・13日㈰

◆場　所　玉造保健センター

◆対象者　子宮がん検診→20歳以上の女性

　　　　　乳がん検診→25歳以上の女性

◆料　金　子宮がん検診 ……………1,000円

　　　　　乳がん検診 (超音波) ……1,000円

　　　　　乳がん検診 (マンモ) ……1,000円

【問合せ先】玉造保健センター　

　　　　　　　☎ 0299ー55ー3240

( ( 玉 造 地 区 ) )( 玉 造 地 区 )

深呼吸、リラクゼーシ
ョン法、禁煙後1週間
は仕事を減らす

足を高くしてあお向け
に寝る

睡眠を十分にとる、軽
い運動

水を飲む、深呼吸、糖
分の少ないガムや干昆
布をかむ、軽い運動

対処法

イライラ、落ち着かない 頭 痛 体がだるい、眠いタバコが吸いたい症　状

　禁煙開始後に、つい吸ってしまってもあきらめないでください。何度か
のつまずきはよく見られることです。山登りの仕方は、だんだんと上達し
て行くものです。吸ってしまった原因を確認した上で、再チャレンジ！
　禁煙に成功した人の多くは、成功までに平均でも３～４回の禁煙チャレ
ンジを経験しています。失敗は成功の元です！



　いつもみなさんに楽しく参加していただいている教

室や講座も、いよいよ18年度最後となりました。たく

さんの親子の参加をお待ちしています。

　新宿発！リトミックを楽しもう♪ ＆ 閉講式

　リズムに合わせてからだを動かして、参加者みん

なで楽しみましょう。

　　・日時　３月７日 (水)　9：30受付

　　・場所　玉造公民館

　　・講師　鬼沢　寿恵　先生

１月27日 (土)“親子で聴こう♪ヴァイオリンコンサート”

　１月27日はモーツァルトの誕生日でした。アイネ

・クライネ・ナハトムジークの演奏、素晴らしかった

です。～みんなうっとり～

２月７日 (水)“からだで遊ぼう～親子ダンス～”

　水戸芸術館ＡＣＭ劇場専属舞踏家、平松み紀先生の

流れるようなダンスです。

子育て相談…水曜日は夜８時まで相談を
（電話・窓口）で受け付けています。
休日は第１日曜日に５時まで直接又は電
話にて受け付けています。

会場 (麻生：麻生公民館，北浦：北浦保健センター，玉造：玉造保健センター)

午後
1：30～
3：30

午前
9：30～
11：30

午前
9：30～
11：30

午前
9：30～
11：30

午後
1：30～
3：30

午後
1：30～
3：30

木 ○ ○1
金 ○ ○2
土3
日 休日相談 (8：30～17：00) 電話にて受付け4
月 ○5
火 ○6
水7 親 子 教 室
木 ○ ○8
金 ○ ○9
土10
日11
月 ○12
火 ○ ○13
水 ○ ○14
木 ○ ○15
金 ○ ○16
土17
日18
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火 ○ ○20
水21
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金23
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日25
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木 ○ ○29
金 ○30
土31

北 浦麻 生 玉 造
３　月

○ ○○

○

○
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コーナー図書館書館

0291－35－3777
午前９：00～午後５：00

休館日は月曜日

�行方市北浦公民館図書室

（山田2175）

0299－55－1495

火～金曜日
(午前９：30～午後６：30)

土・日・祝日
(午前９：30～午後５：00)

�行方市立図書館

（玉造乙1175）

電話番号開館時間施設名

0299－72－1573
午前９：00～午後５：00

休館日は月曜日

�行方市麻生公民館図書室

（麻生1221）

1 2 3

5 6 7 8 9 104

12 13 14 15 16 1711

19 20 21 22 23 2418

26 27 28 29 30 3125

月 火 水 木 金 土日

Mar　３月の図書館カレンダー

　 は休館日
※公民館図書室は異なる場合があります。

３月10日 (土)　午後２時～

抱っこで読み聞かせ

おはなし会 ３月24日 (土)　午後２時～

映　画　会

３月14日 (水)　午前10時～

イベント情報イベント情報

新着図書・ビデオ情報新着図書・ビデオ情報 New ArrivalNew ArrivalNew Arrival
●一般書　図書館 ●児童書　図書館

○行方市立図書館のＨＰで「新着案内」と「蔵書検索」ができます。(http://www.city.namegata.ibaraki.jp/toshokan/)

　※読みたい本は予約・リクエストを！(カウンターにお申し出下さい。)

まだかなまだかな（飛鳥童）

氷の穴から顔を出した、あざらし。駆けよ

ってきたしろくまこぐまは、辛抱強くあざ

らしを待ち続けます・・・。

モンスター・ハウス（トム・ヒューズ）

　12歳の少年ＤＪは、お向かいの家を毎

日、望遠鏡で観察していた。ハロウィーン

前日、ＤＪは友人チャウダーと憧れの少女

ジェニーと3人で、恐怖の家と対決する。

病気にならない行き方（新谷弘実）

　元気な100歳になる方法、「よく噛む」

「腹八分目」が健康によい理由など、全米

ナンバーワンの胃腸内視鏡外科医が教える

健康法。

恋するトンザエモン（小野靖子）

　未来ちゃんのお母さんの日記を守ってい

た神さま・トンザエモンが、未来ちゃんの

親友のまどかちゃんに一目惚れ。

芋たこなんきん上・下（田辺聖子）

花岡写真館の娘・町子は好物の芋料理「な

んばさつま」と同じくらい小説好きの文学

少女。

30歳からハッピーに生きるコツ（横森理香）

　30代に「貯蓄」をすれば、年を取ること
も怖くない！自立した大人になり、そして
日々健康で幸せに暮らすために、山あり谷
ありの30代を過ごした著者が教えてくれる
42のヒント。

「手紙」18分　「眠れる森の美女」24分

「すくすくけんちゃん｣　｢パオちゃんのおひさまにこにこ」

テーマ「花まつり」



　平成18年12月３日行方市北浦体育館において団
体戦の部16チーム、個人戦の部40名の参加により
開催されました。
【団体戦の部】
　・優　勝　　堅倉剣道スポーツ少年団
　・準優勝　　行方少年剣友会
　・第３位　　牛堀剣道愛好会
　・第３位　　納場剣道スポーツ少年団
【個人戦の部】※市内団体入賞者なし

　平成18年10月22日・11月12・26日の３日間に
わたり、行方市麻生運動広場野球場において14チ
ームの参加により開催されました。
　・優　勝　　グロリアス
　・準優勝　　ピンクハレルヤ
　・第３位　　黒潮クラブ
　・第３位　　キャッツ

　平成18年11月５・12日行方市北浦第２グラウン
ド、他２会場において開催されました。
　・優　勝　チームＭ
　・準優勝　大麻デストロイヤーズ
　・第３位　根小屋オールスターズ
　・第３位　玉造西小ＰＴＡ

　平成18年11月12日行方市麻生運動広場体育館
において398名の参加により開催されました。
【幼年男女個人戦の部】
　・準優勝　鈴　木　魁　人（玉造）
【小学６年生男子45�未満個人戦の部】
　・第３位　加　藤　真　史（麻生）
【小学２年生女子個人戦の部】
　・優　勝　今　井　香　帆（麻生）
【小学５年生女子個人戦の部】
　・優　勝　今　井　美　帆（麻生）
　・準優勝　千ヶ崎　奈　々（麻生）
　・第３位　高　栖　加　奈（麻生）
【小学６年生女子個人戦の部】
　・準優勝　箕　輪　恵　美（麻生）
　・第３位　今　井　志　帆（麻生）
【中学生男子の部個人戦55�級】
　・第３位　中　澤　裕樹也（玉造）
【中学生男子の部個人戦66�級】
　・第３位　箕　輪　直　之（麻生）
【中学生男子の部個人戦80�級】
　・第３位　椎　名　将　太（麻生）
【中学生男子の部個人戦80�超級】
　・準優勝　貝　塚　秀　明（麻生）

【中学生女子の部個人戦52�級】
　・優　勝　金　塚　　　優（玉造）
【中学生女子の部個人戦52�超級】
　・優　勝　奥　村　奈緒美（玉造）

　平成19年２月３日・４日北浦体育館 (女子)・玉
造Ｂ＆Ｇ海洋センターアリーナ (男子) において、
男子８チーム・女子12チームの参加により開催さ
れました。
【 男　子 】
　・優　勝　　軽野ミニバス
　・準優勝　　息栖ミニバス
　・第３位　　旭東ミニバス
【 女子 】
　・優　勝　　津澄ミニバス
　・準優勝　　旭東ミニバス
　・第３位　　麻生ミニバス

　平成19年２月11日麻生運動広場多目的ひろばに
おいて12チームの参加により開催されました。
　・優　勝　　要サッカースポ少
　・準優勝　　麻生EAST, SC
　・第３位　　潮来サッカースポ少
　・第３位　　津澄サッカースポ少



　平成19年２月11日玉造Ｂ＆Ｇ海洋センターにお
いて233名の参加により開催されました。
【幼・小学１・２年生男子形の部】
　・優　勝　　楠　　　　理　久　（鉾田）
　・準優勝　　高　安　　峻　平　（神栖）
　・第３位　　山　本　　隼　杜　（神栖）
【幼・小学１・２年生男子組手の部】
　・優　勝　　楠　　　　理　久　（鉾田）
　・準優勝　　山　本　　隼　杜　（神栖）
　・第３位　　高　安　　峻　平　（神栖）
　・第３位　　伊　藤　　大　晟　（神栖）
【幼・小学１・２年生女子形の部】
　・優　勝　　中　山　　朋　佳　（小川）
　・準優勝　　戸　村　　衣梨子　（神栖）
　・第３位　　方波見　　睦　美　（山新）
【幼・小学１・２年生女子組手の部】
　・優　勝　　中　山　　朋　佳　（小川）
　・準優勝　　方波見　　睦　美　（山新）
　・第３位　　戸　村　　衣梨子　（神栖）
　・第３位　　川　島　　菜　未　（玉造）
【小学３・４年生男子形の部】
　・優　勝　　高　野　　和　樹　（小川）
　・準優勝　　山　本　　友　哉　（神栖）
　・第３位　　金　沢　　良　太　（神栖）
【小学３・４年生男子組手の部】
　・優　勝　　山　本　　友　哉　（神栖）
　・準優勝　　谷　川　　史　恭　（小川）
　・第３位　　萩　原　　聖　大　（玉造）
　・第３位　　高　野　　和　樹　（小川）
【小学３・４年生女子形の部】
　・優　勝　　小　泉　　純　子　（小川）
　・準優勝　　戸　村　　友　香　（神栖）
　・第３位　　石　田　　佳　奈　（鉾田）
【小学３・４年生女子組手の部】
　・優　勝　　小　泉　　純　子　（小川）
　・準優勝　　戸　村　　友　香　（神栖）
　・第３位　　石　田　　佳　奈　（鉾田）
　・第３位　　石　橋　　萌　永　（鉾田）
【小学５・６年生男子形の部】
　・優　勝　　若　松　　芳　樹　（玉造）
　・準優勝　　糸　賀　　翔　太　（山新）
　・第３位　　小　吹　　健　登　（山新）
【小学５・６年生男子組手の部】
　・優　勝　　若　松　　芳　樹　（玉造）
　・準優勝　　糸　賀　　翔　太　（山新）
　・第３位　　小　吹　　健　登　（山新）
　・第３位　　中　嶋　　泰　人　（山新）
【小学５・６年生女子形の部】
　・優　勝　　平　野　　菜　摘　（玉造）
　・準優勝　　菅　谷　　紫帆里　（小川）

　・第３位　　氏　家　　愛　華　（玉造）
【小学５・６年生女子組手の部】
　・優　勝　　平　野　　菜　摘　（玉造）
　・準優勝　　氏　家　　愛　華　（玉造）
　・第３位　　菅　谷　　紫帆里　（小川）
　・第３位　　飯　田　　明日香　（山新）
【中学生男子形の部】
　・優　勝　　中　山　　恭　介　（小川）
　・準優勝　　小　泉　　　　傑　（小川）
　・第３位　　大久保　　恭　平　（鉾田）
【中学生男子組手の部】
　・優　勝　　小　泉　　　　傑　（小川）
　・準優勝　　中　山　　恭　介　（小川）
　・第３位　　大久保　　恭　平　（鉾田）
　・第３位　　山　田　　俊　輝　（小川）
【中学生女子形の部】
　・優　勝　　松　本　　早　耶　（北浦）
　・準優勝　　佐　川　　美　紀　（小川）
【中学生女子組手の部】
　・優　勝　　佐　川　　美　紀　（小川）

　昨年12月29・30日、中央大学第1体育館におい
て、第21回読売杯争奪ちびっ子ハンドボール大会
が開催され、高学年女子の部において麻生フエニ
ックスJr. が第3位に入賞しました。(2年連続第3位)
　また、中学生女子の部では北浦中が準優勝と素
晴らしい成績を収めました。



　

２
月
８
日
玉
造
公
民
館
を
会
場
に
、「
平
成
18
年

度
茨
城
県
文
化
財
愛
護
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
が
茨
城

県
と
行
方
市
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
約
２
０
０
人

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
中
、
茨
城
県
文
化
財
保
護

審
議
委
員
の
濱
島
正
士
先
生
に
「
文
化
財
建
造
物

保
存
修
理
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」
、
日
塔

和
彦
先
生
に
「
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
茅
葺
き
と

そ
の
魅
力
に
つ
い
て
」
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
講

演
会
後
に
県
指
定
文
化
財
「
大
場
家
住
宅
」
の
解

体
修
理
現
場
の
見
学
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
江
戸
時
代
の
建
築
技
術
の
高
さ
に
驚
き
の
表
情

が
伺
え
ま
し
た
。

※
大
場
家
住
宅
の

一
般
公
開
は
平

成
20
年
10
月
頃

を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
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楽し
く学ぼう♪楽し
く学ぼう♪

　

１
月
27
日
・
２
月
３
日
・
２
月
10
日
の
３
回
シ

リ
ー
ズ
で
麻
生
公
民
館
の
美
術
室
に
て
陶
芸
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。「
美
陶
会
」
会
長
の
小
沼
東
海

夫
氏
と
そ
の
会
員
の
皆
様
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
熱
心
に
、
マ
グ
カ

ッ
プ
、
小
鉢
、
茶
碗
、
花
瓶
等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
器

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ヒ
モ
作
り
、
タ
タ
ラ
作

り
、
釉
薬
掛
け
等
を
学
び
な
が
ら
自
然
の
素
材
で

あ
る
粘
土
で
形
成
す
る
楽
し
さ
・
喜
び
・
焼
成
に

よ
る
変
化
の
面
白
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
や
個
性
豊

か
な
作
品
が
で
き
た
こ
と
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
７
日 (

日) 

の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

方
市
成
人
式
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
新
成
人
並
び
に
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賓
の
方
々
の
多
く
の
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
賜
り
ま
し
て
、
盛
大
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
本
年
度
の
記
念
品
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

式
終
了
後
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
１

　
　
　
　
　
　

冊
の
記
念
ア
ル
バ
ム
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
麻
生
、
北
浦
、
玉
造
の
各
公
民
館
に
て
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。
本
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
家
族
の
方
や
お

友
達
で
も
結
構
で
す
。　
　
　

　

な
お
、
改
め
て
通
知
等
の
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
取
期
間

　

平
成
19
年
３
月
１
日

　
　

〜
平
成
19
年
３
月
31
日 (

月
曜
と
祝
祭
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
０
２
９
１
ー
３
５
ー
２
９
０
７

成
人
式
記
念
品

の
受
取
り
を

お
願
い
し
ま
す

茨
城
県
文
化
財
愛
護
推
進
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
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１
月
21
日 (

日) 

に
、
行
方
市
高
校
生
会
主
催

に
よ
る
交
歓
会
が
麻
生
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
方
市
高
校
生
会
が
主
催
と
な
る
交
歓
会
は

今
回
が
初
め
て
で
し
た
が
、
近
隣
市
町
村
の
高

校
生
会
員
や
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
な
ど
23
名
が
参
加
し
、

チ
ー
ム
対
抗
バ
レ
ー
大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
を
行
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

活
動
を
共
に
し
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に

貴
重
な
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

し
た
会
員
た
ち
は
『
今
後
の
活
動
に
役
立
て
た

い
』
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
30
日 (

火) 

第
７
回
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
セ
ミ

ナ
ー
」
が
北
浦
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
座
は
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
会

員
の
方
々
の
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
内
容
を
決

め
、
研
修
・
講
座
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
受
講
生
の
希
望
も
あ
り
、
行
方
市
家
庭

排
水
浄
化
推
進
協
議
会
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、

ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
の
製
作
と
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

目
的
と
し
た
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
袋
折
り
紙
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
８
名
の
み
な
さ
ん
は
、
そ

れ
ぞ
れ
慣
れ
た
手
つ
き
で
色
と
り
ど
り
に
編
み
上

げ
ま
し
た
。
水
環
境
に
優
し
い
こ
の
ア
ク
リ
ル
タ

ワ
シ
を
「
さ
っ
そ
く
使
っ
て
み
た
い
」
と
の
声
が
、

あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

高 

校 

生 

会 

交 

歓 

会

手
作
り
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ
に
挑
戦
！

ふ
れ
あ
い
の
郷
セ
ミ
ナ
ー

アクリルタワシのつくりかた

１．最初のくさり編み部

分は10～15目位の大きさ

が適当です。

２．糸を針に引っ掛けて

長編みをくりかえします。

３．長編みを何度も繰り
返して適当な大きさにな
るまで編みます。最後10
目くらいくさりを編んで
ループを付けておくと、
引っ掛けて干す時に便利
です。

４．同じ要領で丸く長編
みを編んでいけば丸型も
できす。四角のときはく
さり一つに一目編みまし
たが、丸にする時は中心
の穴に10目くらい、次の
段は１つのくさりに１目、
２目と交互に編んでいく
と円形になります。＝ 環境ワンポイントアドバイス ＝　　アクリルタワシが環境にやさしい理由は・・

アクリルタワシは水環境にやさしい万能汚れ落としタワシです。アクリル100％のミクロの繊維（毛
糸）で編まれた布状の物で、食器洗いやシンクの掃除、レンジ周りやお風呂掃除など。洗剤を使わないで家中お掃除できるので、幅
広く使える万能クリーナーなのです。キッチンスポンジのようにヌメリなどもつきにくく、１つでとても長持ちします。もちろん洗
剤を使わないから水道代も大幅に節約できます。簡単に便利なエコ製品で、友達にあげても、バザーなどの手作りにも適しています。
このアクリルタワシで、水質浄化促進運動を市民一体で取り組んでいきましょう。明るい色でたくさんつくって、家中あちこちでつ
かってみましょう。一度使ったら、離れがたい使い心地の、「環境にやさしいアクリルタワシ」を是非ご愛用ください。
（環境保全行方市民会議は、今年の環境保全スローガンで、アクリルタワシの使用を促進しています)

＊途中で糸の色を変えても、カラフルで
　可愛いアクリルタワシができます.




